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（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
本
文
は
中
国
人
に
よ
る
和
歌
の
中
国
語
訳
、
と
く
に
銭
稲
孫
著
漢
訳
萬
葉
集
選
へ
の
分
析
を
通
じ
、
翻
訳
と
異
文
化
体
験
と
の
関
係
と
い
う
視
座
よ
り
、
古
典
文
学
の
翻
訳
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
さ
さ
や
か
な
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
言
語
の
詩
歌
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
た
作
品
の
中
で
、
資
料
に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
越
人
歌
が
そ
の
濫
觴
と
な
っ
て
い
よ
う
。
劉
向
説
苑
に
よ
る
と
、
楚
の
鄂
君
子
が
華
麗
に
飾
り
立
て
ら
れ
た
舟
を
川
に
浮
か
べ
、
そ
こ
で
歌
舞
を
鑑
賞
し
て
い
る
と
き
、
舵
取
り
の
越
人
が
櫂
を
抱
え
な
が
ら
濫
兮
抃
草
濫
予
昌
澤
予
昌
州
州
州
焉
乎
秦
胥
胥
縵
予
乎
昭
秦
踰
滲
隨
河
湖
と
歌
っ
た
の
を
聞
い
て
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
か
っ
た
鄂
君
子
は
通
訳
を
召
し
て
、
楚
の
言
葉
に
訳
し
て
も
ら
う
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
今
夕
何
夕
兮
、
搴
二
洲
中
流
一
今
日
何
日
兮
、
得
下
與
二
王
子
一
同
レ
舟
上
（ ）
蒙
レ
羞
被
レ
好
兮
、
不
レ
二
詬
恥
一
心
幾
頑
而
不
レ
絶
兮
、
知
レ
得
二
王
子
一
山
有
レ
木
兮
、
木
有
レ
枝
心
説
レ
君
兮
、
君
不
レ
知
（
）
現
存
の
資
料
に
は
そ
れ
ほ
ど
沢
山
の
例
は
見
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
越
人
歌
以
降
に
も
散
発
的
に
他
言
語
の
詩
歌
の
中
国
語
訳
が
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
漢
の
楽
府
に
は
有
名
な
箜
篌
引
、
別
称
公
無
渡
河
が
あ
る
。
公
無
レ
渡
レ
河
、
公
竟
渡
レ
河
墮
レ
河
而
死
、
當
奈
レ
公
何
崔
豹
古
今
注
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
は
朝
鮮
人
の
お
婆
さ
ん
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
箜
篌
引
、
朝
鮮
津
卒
霍
里
子
妻
麗
玉
所
レ
作
也
、
子
晨
起
刺
レ
船
而
櫂
、
有
二
一
白
首
狂
夫
一
、
被
レ
髪
提
レ
壺
亂
レ
流
而
渡
、
其
妻
隨
呼
止
レ
之
不
レ
及
、
遂
墮
レ
河
水
死
、
於
レ
是
援
二
箜
篌
一
而
鼓
レ
之
、
作
二
公
無
レ
渡
レ
河
之
歌
一
、
聲
甚
悽
愴
、
曲
終
自
投
レ
河
而
死
、
霍
里
子
還
、
以
二
其
聲
一
語
二
妻
麗
玉
一
、
玉
傷
レ
之
、
乃
引
二
箜
篌
一
而
寫
二
其
聲
一
、
聞
者
莫
レ
不
二
墮
レ
涙
飲
レ
泣
一
焉
（
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
は
朝
鮮
語
よ
り
訳
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
は
楚
辞
風
に
訳
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
四
言
詩
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
古
典
中
国
語
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
二
首
と
も
非
常
に
自
然
な
訳
で
、
ま
っ
た
く
翻
訳
調
の
よ
う
な
も
の
が
見
当
た
ら
ず
、
古
典
中
国
語
の
作
品
と
し
て
も
一
流
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
周
辺
民
族
の
詩
歌
を
含
む
文
学
作
品
を
中
国
語
（
お
も
に
漢
語
、
つ
ま
り
古
典
中
国
語
）
に
訳
す
こ
と
は
や
は
り
数
が
少
な
く
、
大
量
な
翻
訳
は
西
洋
に
力
ず
く
で
門
戸
を
開
か
れ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
の
近
代
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
め
て
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
の
詩
人
は
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
で
あ
り
、
作
品
は
か
の
有
名
な
人
生
賛
歌
（
中
国
語
題
名
人
生
頌
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
）
。
そ
の
冒
頭
の
部
分
だ
け
を
掲
げ
て
み
よ
う
。
莫
下
將
二
煩
惱
一
著
二
詩
篇
一
上
百
歳
原
如
二
一
覺
眠
一
夢
短
夢
長
同
是
夢
獨
留
二
真
氣
一
滿
二
乾
坤
一
天
地
生
レ
材
總
不
レ
由
來
豹
死
尚
留
レ
皮
縱
然
出
レ
土
仍
歸
レ
土
霊
性
常
存
無
二
絶
期
一
（
後
略
）
七
言
詩
に
訳
さ
れ
、
原
詩
と
比
較
し
な
け
れ
ば
、
翻
訳
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
、
こ
の
漢
詩
訳
は
直
接
に
英
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
ウ
ェ
ー
ド
（
）
が
す
で
に
中
国
語
に
訳
し
た
も
の
を
も
と
に
、
中
国
の
文
人
の
手
に
よ
っ
て
書
き
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
越
人
歌
の
場
合
、
原
語
（
起
点
言
語
、
）
の
発
音
は
漢
字
で
記
録
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
翻
訳
（
目
標
言
語
、
）
が
ど
れ
ほ
ど
忠
実
に
原
語
を
う
つ
し
て
い
る
か
の
究
明
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
箜
篌
引
の
場
合
は
原
語
に
触
れ
る
資
料
が
ま
っ
た
く
な
い
た
め
、
こ
れ
も
訳
詩
の
原
語
に
対
す
る
忠
実
性
を
確
認
で
き
な
い
。
人
生
賛
歌
は
ウ
ェ
ー
ド
の
説
明
付
き
の
逐
語
訳
を
端
正
で
こ
な
れ
た
七
言
漢
詩
に
仕
上
げ
た
も
の
ゆ
え
、
言
葉
遣
い
と
内
容
が
か
な
り
中
国
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
（ ）
欧
米
の
詩
歌
を
古
典
漢
詩
に
訳
す
こ
と
は
、
中
国
に
か
ぎ
ら
ず
、
日
本
の
明
治
初
期
に
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
は
言
文
一
致
運
動
の
あ
と
、
中
国
で
は
魯
迅
・
周
作
人
兄
弟
た
ち
が
始
め
た
白
話
運
動
の
あ
と
、
段
々
と
姿
を
消
し
て
行
き
、
舞
台
を
原
作
品
の
言
葉
と
形
式
を
重
視
す
る
口
語
訳
に
譲
っ
た
。
中
国
人
の
手
に
よ
る
和
歌
の
漢
訳
は
、
現
存
資
料
に
お
い
て
、
明
・
侯
継
高
全
浙
兵
制
考
附
日
本
風
土
記
に
載
せ
ら
れ
た
三
十
九
首
の
和
歌
が
最
初
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
）
。
そ
の
一
例
を
掲
げ
て
み
よ
う
。
秋
田
暁
露
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
い
おママ
の
と
ま
を
あ
ら
み
我
衣
て
にママ
露
に
ぬ
れ
つ
つ
切
意
（
漢
訳
）
秋
田
収
レ
稲
結
レ
舎
看
守
盖
薦
稀
疎
我
衣
湿
透
優
れ
た
漢
詩
に
な
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
和
歌
の
意
味
は
し
っ
か
り
と
移
し
て
い
る
。
所
収
の
歌
に
は
万
葉
集
よ
り
の
も
の
は
皆
無
で
、
全
部
古
今
集
以
降
の
作
品
で
あ
り
、
中
世
の
和
歌
趣
味
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
降
、
本
格
的
に
和
歌
を
紹
介
す
る
中
国
書
が
見
当
た
ら
ず
、
銭
稲
孫
の
漢
訳
萬
葉
集
選
の
上
梓
を
待
た
ざ
る
を
得
な
い
。漢
訳
萬
葉
集
選
の
縁
起
に
つ
い
て
、
佐
佐
木
信
綱
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
自
分
は
、
は
や
く
か
ら
萬
葉
集
を
各
國
の
語
に
翻
譯
し
て
、
世
界
の
人
々
に
示
し
た
い
と
、
胸
に
思
ひ
描
ゐ
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
、
ま
づ
英
譯
で
あ
る
が
、
幸
に
外
務
省
勤
務
の
小
畑
家
薫
良
君
か
ら
、
共
同
で
そ
の
事
業
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
快
諾
を
得
た
の
で
、
自
分
の
還
暦
の
賀
會
が
昭
和
七
年
六
月
に
開
か
れ
た
折
に
、
將
來
の
希
望
二
三
の
中
の
一
つ
と
し
て
述
べ
た
の
で
あ
つ
た
（
中
略
）。
折
か
ら
長
く
日
本
に
在
住
し
て
を
ら
れ
た
中
国
の
錢
稲
孫
君
と
、
ド
イ
ツ
の
ツ
ァ
ヘ
ル
ト
君
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
漢
譯
に
は
市
村
次
郎
博
士
、
獨
譯
に
は
木
村
謹
治
博
士
に
校
閲
し
て
も
ら
ふ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
両
君
の
快
諾
を
得
た
（
）
。
と
い
う
の
が
こ
と
の
始
ま
り
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
期
を
挟
ん
で
、
日
中
学
者
の
交
流
が
回
復
し
た
年
代
の
末
頃
に
な
っ
て
銭
氏
の
訳
は
や
っ
と
世
に
問
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
佐
佐
木
信
綱
氏
、
新
村
出
氏
、
鈴
木
虎
雄
氏
、
吉
川
幸
次
郎
氏
な
ど
、
和
漢
文
学
の
泰
斗
た
ち
に
絶
賛
さ
れ
た
万
葉
集
訳
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
万
葉
集
の
冒
頭
第
一
首
、
雄
略
天
皇
の
歌
を
掲
げ
る
。
籠
も
よ
み
籠
持
ち
ふ
く
し
も
よ
み
ぶ
く
し
持
ち
こ
の
岡
に
菜
摘
ま
す
児
家
聞
か
な
名
告
ら
さ
ね
そ
ら
み
つ
や
ま
と
の
国
は
お
し
な
べ
て
我
こ
そ
居
れ
し
き
な
べ
て
我
こ
そ
い
ま
せ
我
こ
そ
ば
告
ら
め
家
を
も
名
を
も
（
万
葉
集
巻
第
一
、
一
）
銭
訳
筐
兮
明
筐
携
レ
在
レ
旁
圭
兮
利
圭
執
レ
在
レ
掌
之
者
子
採
二
菜
在
レ
岡
一
家
其
焉
居
曷
昭
二
爾
名
一
天
監
茲
大
和
率
維
我
所
レ
居
率
維
我
所
レ
坐
我
斯
則
告
兮
我
名
亦
我
家
兮
（
）
三
言
句
、
五
言
句
、
六
言
句
も
あ
る
が
、
詩
経
風
の
四
言
句
が
基
調
を
な
し
て
い
る
。
言
葉
遣
い
も
詩
経
を
髣
髴
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
岡
に
菜
摘
ま
す
児
の
訳
に
あ
た
る
之
者
子
採
菜
在
岡
と
い
う
文
句
を
詩
経
風
・
干
旄
の
彼
者
子
と
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
彼
を
之
に
替
え
て
い
る
が
、
こ
の
、
そ
の
と
い
う
意
味
の
、
連
体
修
飾
的
指
示
代
名
詞
と
し
て
の
之
も
上
古
時
代
の
使
い
方
で
、
同
じ
詩
経
の
周
南
・
桃
夭
に
は
、
之
子
于
帰
と
い
う
例
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
我
こ
そ
ば
告
ら
め
を
う
つ
し
た
我
斯
則
告
兮
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
こ
こ
の
斯
は
古
典
訓
詁
学
に
お
け
る
辞
ま
た
は
語
詞
、
つ
ま
り
こ
そ
に
あ
た
る
助
詞
で
、
や
は
り
詩
経
に
沢
山
の
例
証
が
見
ら
れ
る
が
、
小
雅
・
小
弁
の
鹿
斯
之
奔
と
い
う
一
例
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
よ
う
。
（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
（ ）
こ
の
歌
の
訳
に
は
、
中
国
の
上
古
的
文
辞
を
も
っ
て
日
本
の
上
古
文
学
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
看
取
さ
れ
よ
う
が
、
実
際
、
銭
訳
は
詩
経
風
に
か
ぎ
ら
ず
、
歌
の
内
容
や
形
式
に
応
じ
て
、
多
様
な
文
体
で
訳
出
し
て
い
る
。
銭
氏
は
万
葉
集
最
初
の
二
巻
の
特
殊
な
性
格
を
熟
知
し
、
巻
一
の
巻
頭
に
、
此
卷
與
卷
二
體
例
不
與
餘
卷
同
可
窺
原
始
之
規
模
（
こ
の
巻
と
巻
第
二
は
他
の
巻
と
体
裁
を
同
じ
く
せ
ず
、
つ
い
て
は
万
葉
集
の
最
初
期
の
状
態
を
伺
え
よ
う
（
）
）
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
考
慮
の
も
と
で
雄
略
天
皇
の
歌
を
よ
り
古
風
に
訳
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
天
雲
の
雷
の
上
に
廬
り
せ
る
か
も
（
万
葉
集
巻
第
三
、
二
三
五
）
銭
訳
維
皇
斯
神
爰
在
レ
于
レ
天
雲
雷
之
上
為
二
斯
行
殿
（
）一
の
よ
う
な
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
、
詩
経
に
お
け
る
風
・
雅
・
頌
の
頌
体
を
髣
髴
さ
せ
る
訳
詩
も
見
ら
れ
る
。
漢
訳
萬
葉
集
選
に
は
、
騒
体
の
訳
詩
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
万
葉
集
巻
第
二
、
一
三
一
の
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
、
石
見
国
よ
り
妻
を
別
れ
て
上
り
来
る
時
の
歌
二
首
並
せ
て
短
歌
の
最
初
の
長
歌
に
続
く
反
歌
二
首
を
見
よ
う
。
石
見
の
や
高
角
山
の
木
の
間
よ
り
我
が
振
る
袖
を
妹
見
つ
ら
む
か
（
万
葉
集
巻
第
二
、
一
三
二
）
笹
の
葉
は
み
山
も
さ
や
に
さ
や
げ
ど
も
我
は
妹
思
ふ
別
れ
来
ぬ
れ
ば
（
万
葉
集
巻
第
二
、
一
三
三
）
銭
訳
石
見
兮
高
角
山
從
二
林
中
一
兮
我
袖
翻
妹
望
二
予
兮
在
レ
戸
一
其
亦
我
兮
見
レ
旃
篠
叢
深
兮
山
中
葉
有
レ
聲
兮
清
沖
別
二
吾
妹
一
兮
行
來
我
思
念
兮
惺
（
）
旃
と
は
之
焉
が
音
便
し
た
助
詞
で
あ
る
。
翻
と
同
じ
韻
を
踏
む
た
め
使
わ
れ
た
と
は
い
え
、
か
な
り
古
め
か
し
い
言
葉
で
難
解
で
あ
る
。
騒
体
の
著
し
い
特
徴
の
一
つ
は
、
文
中
で
息
を
伸
ば
し
て
読
む
兮
で
あ
ろ
う
。
詩
経
に
も
兮
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
呼
格
や
文
末
の
よ
の
働
き
を
す
る
も
の
で
、
一
つ
の
文
単
位
の
途
中
に
兮
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
月
夜
良
し
川
の
音
清
し
い
ざ
こ
こ
に
行
く
も
行
か
ん
も
遊
び
て
行
か
む
（
万
葉
集
巻
第
四
、
五
七
一
）
の
銭
訳
は
夜
月
之
明
兮
河
聲
之
清
兮
無
レ
分
二
止
與
行
一
兮
且
于
レ
茲
盡
二
其
興
一
兮
（
）
と
な
っ
て
お
り
、
兮
は
全
部
文
末
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
典
型
的
な
詩
経
風
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
訳
萬
葉
集
選
の
訳
詩
中
、
詩
経
風
の
四
言
詩
と
な
ら
ん
で
、
漢
に
興
り
、
六
朝
時
代
に
流
行
っ
た
五
言
詩
形
は
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
藤
原
朝
君
広
嗣
、
桜
の
花
を
娘
子
に
贈
る
歌
一
首
と
娘
子
の
和
ふ
る
歌
一
首
を
掲
げ
よ
う
。
こ
の
花
の
一
よ
の
内
は
百
種
の
言
そ
隠
れ
る
お
ほ
ろ
か
に
す
な
（
万
葉
集
巻
第
八
、
一
四
五
六
）
こ
の
花
の
一
よ
の
内
は
百
種
の
言
持
ち
か
ね
て
折
ら
え
け
ら
ず
や
（
万
葉
集
巻
第
八
、
一
四
五
七
）
銭
訳
託
將
二
一
瓣
花
一
寄
二
我
百
種
意
一
丁
寧
在
二
其
中
一
幸
勿
二
輕
見
棄
一
（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
（ ）
果
然
一
瓣
花
荷
將
二
百
種
意
一
無
奈
不
レ
勝
レ
負
斷
枝
先
自
棄
（
）
歌
の
意
を
完
全
に
う
つ
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
実
に
軽
妙
で
詩
情
豊
か
な
訳
に
し
あ
が
っ
て
お
り
、
歌
と
つ
き
合
わ
せ
て
読
む
と
、
訳
者
の
文
字
を
操
る
手
腕
に
敬
服
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
詩
だ
け
を
読
め
ば
、
決
し
て
こ
れ
が
翻
訳
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
玉
台
新
詠
か
楽
府
詩
集
か
ら
取
っ
て
き
た
一
対
の
短
詩
と
間
違
え
る
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
と
い
え
ば
、
何
を
お
い
て
も
ま
ず
七
言
詩
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
銭
氏
は
漢
訳
萬
葉
集
選
に
お
い
て
、
近
体
詩
の
絶
句
や
律
詩
よ
り
、
六
朝
期
の
詩
人
た
ち
に
多
く
詠
ま
れ
た
、
平
仄
に
こ
だ
わ
ら
な
い
七
言
古
詩
の
詩
形
を
活
用
し
て
い
る
。
遣
唐
使
に
贈
る
よ
み
人
し
ら
ず
の
歌
と
そ
の
訳
を
見
よ
う
。
天
平
五
年
、
入
唐
使
に
贈
る
歌
一
首
並
せ
て
短
歌
作
り
主
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
に
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
ゆ
お
し
照
る
難
波
に
下
り
住
吉
の
三
津
に
船
乗
り
直
渡
り
日
の
入
る
国
に
遣
わ
さ
る
我
が
背
の
君
を
か
け
ま
く
の
ゆ
ゆ
し
恐
き
住
吉
の
我
が
大
御
神
船
の
舳
に
領
き
い
ま
し
船
艫
に
み
立
た
し
ま
し
て
さ
し
寄
ら
む
磯
の
崎
々
漕
ぎ
泊
て
む
泊
ま
り
泊
ま
り
に
荒
き
風
波
に
あ
は
せ
ず
平
ら
け
く
率
て
帰
り
ま
せ
も
と
の
朝
廷
に
（
万
葉
集
巻
十
九
、
四
二
四
五
）
（
反
歌
を
略
す
）
銭
訳
自
二
此
大
和
奈
良
都
一
西
下
二
難
波
一
乘
舶
初
住
吉
三
津
直
渡
レ
海
君
茲
奉
レ
使
日
入
墟
只
今
惶
恐
不
二
敢
請
一
住
吉
大
神
垂
聽
レ
予
鎮
坐
二
舟
軸
一
立
二
船
艫
一
所
レ
遇
磯
碕
所
レ
泊
渠
無
下
使
二
風
濤
一
與
相
遇
上
好
指
安
歸
二
故
國
居
（
）一
当
時
、
遣
唐
使
の
命
を
受
け
た
朝
廷
の
高
官
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
無
上
の
栄
誉
に
浴
し
た
と
い
う
よ
り
、
無
事
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
危
惧
の
念
が
強
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
十
九
世
紀
中
葉
に
最
初
の
使
節
と
し
て
外
国
視
察
に
行
っ
た
清
朝
の
某
高
官
が
使
命
を
終
え
て
天
津
に
も
ど
っ
た
と
き
、
自
天
外
歸
來
重
睹
故
郷
景
物
真
有
生
入
玉
門
之
樂
（
海
外
か
ら
戻
り
、
ま
た
故
郷
の
景
物
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
正
に
戦
場
よ
り
生
き
て
帰
っ
た
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
る
）
と
述
懐
し
た
（
）
が
、
お
よ
そ
遣
唐
使
と
同
じ
心
境
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
が
余
談
で
銭
訳
に
も
ど
る
が
、
そ
ら
み
つ
（
や
ま
と
の
枕
詞
）
と
あ
を
に
よ
し
（
奈
良
の
枕
詞
）
を
訳
し
て
い
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
英
訳
な
ど
を
確
認
し
て
い
な
い
が
、
和
歌
の
外
国
語
訳
に
と
っ
て
、
枕
詞
は
一
つ
の
至
難
な
点
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
以
上
、
銭
氏
の
万
葉
集
訳
の
大
概
を
紹
介
し
た
。
四
千
五
百
首
以
上
も
あ
る
万
葉
集
の
歌
か
ら
、
三
百
余
首
の
精
華
を
選
り
だ
し
て
訳
出
し
た
の
に
止
ま
っ
た
が
、
最
初
の
万
葉
集
漢
訳
と
、
最
高
の
出
来
栄
え
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
本
は
我
々
の
敬
意
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
訳
本
に
は
、
一
つ
の
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
日
本
の
言
文
一
致
運
動
に
相
当
す
る
白
話
運
動
以
降
、
外
国
の
詩
歌
は
口
語
体
で
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
日
本
の
和
歌
と
俳
句
だ
け
は
例
外
で
、
依
然
と
し
て
古
典
漢
詩
の
形
と
言
葉
で
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
新
村
出
氏
に
よ
れ
ば
、
昨
年
（
）
五
月
中
旬
、
日
本
學
士
院
よ
り
の
歸
途
、
歌
選
英
譯
の
事
業
に
も
、
附
驥
し
て
参
加
し
た
等
の
因
縁
の
深
遠
な
る
よ
り
、
熱
海
の
凌
寒
荘
に
老
を
養
っ
て
棲
遲
さ
れ
る
佐
佐
木
信
綱
博
士
を
お
尋
ね
し
た
折
に
、
老
博
士
か
ら
萬
葉
集
抄
を
、
英
譯
本
以
外
に
、
廣
く
亜
欧
米
諸
國
語
に
譯
出
し
て
、
斯
の
集
の
精
華
を
示
し
た
い
も
の
だ
、
と
の
抱
負
を
私
に
披
瀝
せ
ら
れ
、
先
づ
以
て
、
に
譯
し
て
、
同
國
の
雅
友
に
示
し
た
い
、
と
の
熱
意
を
語
ら
れ
、
そ
れ
に
は
既
に
錢
氏
の
佳
譯
の
好
適
な
る
も
の
が
、
存
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
多
少
の
増
修
を
煩
は
し
、
適
當
に
按
配
し
て
、
速
か
に
出
版
し
た
い
も
の
だ
と
の
希
望
を
切
述
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
（
）
と
い
う
。
（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
（ ）
筆
者
が
太
字
に
し
た
善
隣
古
國
の
近
代
語
と
い
う
文
句
よ
り
、
佐
佐
木
氏
は
当
初
、
近
代
口
語
に
よ
る
中
国
語
訳
を
望
ん
で
お
り
、
し
か
し
す
で
に
雑
誌
に
若
干
発
表
さ
れ
た
銭
訳
の
評
判
の
良
さ
に
よ
っ
て
翻
意
し
、
最
終
的
に
古
典
漢
詩
風
の
訳
に
同
意
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
評
判
の
良
さ
は
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
言
葉
、
錢
先
生
の
こ
の
翻
譯
は
、
數
十
年
に
わ
た
つ
て
苦
勞
を
か
さ
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
先
生
を
の
ぞ
い
て
は
、
こ
の
仕
事
を
な
し
得
る
人
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
父
君
錢
恂
氏
が
、
清
朝
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
留
日
學
生
監
督
と
し
て
、
東
京
に
駐
在
さ
れ
た
た
め
、
小
學
校
か
ら
高
等
師
範
ま
で
の
教
育
を
、
日
本
で
受
け
ら
れ
た
。
更
に
ま
た
父
君
が
、
や
が
て
イ
タ
リ
ー
の
公
使
に
轉
ぜ
ら
れ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
學
で
學
ば
れ
た
。（
中
略
）
要
す
る
に
中
國
と
日
本
と
西
洋
と
、
三
つ
の
教
養
が
、
先
生
に
は
か
ね
そ
な
わ
つ
て
い
る
。
こ
の
翻
譯
が
、
中
國
の
詩
と
し
て
も
美
し
い
限
り
で
あ
る
の
は
、
先
生
の
手
に
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
（
）
と
い
う
最
高
の
賛
辞
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。
銭
稲
孫
氏
は
本
書
の
序
に
お
い
て
、
爰
不
自
揣
妄
試
韻
譯
。
以
擬
古
之
句
調
庶
見
原
文
之
時
代
與
風
格
（
後
略
（
）
）
（
自
分
の
無
学
を
顧
み
ず
、
漢
詩
で
訳
を
試
み
て
、
擬
古
的
文
体
で
、
な
ん
と
か
原
文
の
時
代
と
芸
術
的
特
徴
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
）
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
の
翻
訳
方
針
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
序
も
ま
た
口
語
体
で
は
な
く
、
漢
文
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
時
代
的
特
徴
は
と
も
か
く
、
お
そ
ら
く
我
々
は
銭
氏
の
漢
詩
訳
に
、
万
葉
集
の
芸
術
的
特
徴
を
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
翻
訳
は
原
文
の
特
徴
を
つ
た
え
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
目
標
言
語
の
読
み
や
す
さ
、
ま
た
は
詩
的
伝
統
を
重
視
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
は
長
く
続
き
、
今
で
も
結
論
を
見
な
い
。
銭
訳
が
上
梓
さ
れ
て
か
ら
、
楊
烈
、
李
芒
、
趙
楽
な
ど
に
よ
る
数
種
類
の
万
葉
集
の
中
国
語
訳
が
陸
続
と
世
に
と
わ
れ
た
。
李
芒
訳
は
抄
訳
で
あ
る
が
、
楊
烈
と
趙
楽
の
方
は
全
訳
で
あ
る
。
大
伴
旅
人
の
酒
を
讃
む
る
歌
十
三
首
の
一
首
目
の
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
を
掲
げ
て
、
そ
の
一
斑
を
覗
こ
う
。
験
な
き
も
の
を
思
は
ず
は
一
坏
の
濁
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し
（
万
葉
集
巻
第
三
、
三
三
八
）
銭
訳
憂
思
良
無
レ
益
何
如
忘
レ
諸
レ
懷
忘
レ
憂
惟
濁
酒
似
宜
飲
二
一
杯
（
）一
楊
訳
世
上
無
聊
事
如
何
反
復
思
一
杯
濁
酒
在
痛
飲
甘
如
レ
飴
（
）
李
訳
憂
煩
無
二
補
益
一
何
必
苦
思
量
且
飲
二
杯
中
酒
一
濁
亦
發
二
清
香
（
）一
趙
訳
無
謂
之
思
思
レ
之
何
益
一
杯
濁
酒
飲
レ
之
自
適
（
）
趙
訳
の
四
言
古
詩
調
以
外
、
み
な
五
言
詩
で
訳
出
し
て
お
り
、
訳
文
も
巧
拙
の
差
こ
そ
あ
れ
、
大
同
小
異
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
短
歌
の
五
七
五
七
七
調
に
対
す
る
配
慮
は
皆
無
で
、
中
国
の
日
本
文
学
研
究
の
重
鎮
で
あ
る
李
芒
氏
の
話
に
よ
る
と
、
（
前
略
）
和
歌
は
等
し
く
五
言
四
句
に
訳
し
、
俳
句
は
二
句
に
す
る
。
こ
の
考
え
は
ま
だ
論
文
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
実
践
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
日
本
俳
句
発
展
史
等
の
単
行
本
の
訳
文
が
こ
の
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、（
中
略
）
合
理
性
が
高
く
、
和
歌
・
俳
句
の
訳
と
し
て
は
こ
の
句
式
・
字
数
に
よ
っ
て
行
う
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
（
）
と
し
て
、
五
言
四
句
の
定
型
訳
を
肯
定
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
訳
し
方
を
検
討
す
る
と
、
和
歌
の
翻
訳
に
当
た
っ
て
、
和
語
に
よ
る
歌
と
い
う
異
文
化
の
作
品
の
言
語
的
・
審
美
的
特
徴
を
い
か
に
中
国
人
の
読
者
に
伝
え
、
和
歌
と
い
う
異
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
り
、
日
中
間
に
存
す
る
千
年
以
上
の
文
化
的
繋
が
り
を
維
持
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
や
イ
ン
ド
の
古
代
史
詩
も
口
語
訳
さ
れ
て
い
る
現
在
、
こ
と
和
歌
翻
訳
の
み
が
古
典
詩
形
の
漢
詩
訳
に
固
執
す
る
必
要
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
（ ）
李
芒
氏
は
あ
か
ら
さ
ま
に
口
語
訳
に
反
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
の
を
避
け
て
い
る
が
、
時
々
口
語
訳
を
翻
訳
の
悪
い
例
と
し
て
槍
玉
に
挙
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
日
さ
し
今
夜
の
月
夜
さ
や
け
か
り
こ
そ
（
万
葉
集
巻
第
一
、
一
五
）
口
語
訳汪
洋
大
海
上
、
旗
幟
般
的
彩
雲
中
、
透
射
着
夕
陽
、
看
來
今
天
的
月
夜
、
一
定
分
外
地
清
涼
。
に
対
し
て
、
訳
文
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
一
ま
ず
措
く
と
し
て
、
格
調
の
面
か
ら
言
え
ば
、
無
理
に
寄
せ
集
め
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
読
ん
で
み
て
も
古
詩
の
現
代
語
訳
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
詩
の
味
わ
い
、
厚
み
に
欠
け
て
い
る
（
）
と
酷
評
し
て
い
る
。
し
か
し
、
李
氏
の
言
っ
て
い
る
詩
の
味
わ
い
、
厚
み
は
、
い
っ
た
い
和
歌
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
漢
詩
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
淡
路
の
野
島
の
崎
の
浜
風
に
妹
が
結
び
し
紐
吹
き
返
す
（
万
葉
集
巻
第
三
、
二
五
一
）
口
語
訳淡
路
國
裡
的
、
野
島
海
角
上
的
風
、
吹
過
岸
邊
来
、
擺
弄
妻
結
好
的
、
我
的
衣
上
的
紐
帶
。
李
訳
淡
路
野
島
崎
海
浜
風
煦
煦
妹
結
二
吾
衣
紐
一
翩
翩
舞
依
依
（
）
李
氏
は
、
口
語
訳
が
誰
の
訳
か
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
口
語
訳
で
は
、
原
文
に
は
な
い
吹
過
な
ど
の
動
詞
を
足
し
て
あ
る
と
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
漢
詩
訳
中
の
原
文
に
な
い
煦
煦
翩
翩
依
依
を
弁
護
し
て
、
五
言
詩
に
ま
と
め
る
に
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
発
言
し
て
い
る
（
）
。
こ
の
よ
う
な
弁
解
は
と
う
ぜ
ん
人
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
煦
煦
翩
翩
依
依
を
付
加
し
た
こ
と
で
、
和
歌
の
原
文
を
よ
り
詩
ら
し
く
し
た
と
い
う
よ
り
、
古
典
漢
詩
ら
し
く
し
た
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
文
学
の
長
い
伝
統
の
中
で
、
和
歌
と
漢
詩
は
並
ん
で
創
作
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
漢
詩
は
す
で
に
日
本
文
学
伝
統
の
一
翼
と
な
っ
て
お
り
、
和
歌
と
は
相
互
補
完
的
関
係
に
あ
り
、
古
代
の
文
人
た
ち
は
そ
の
違
い
を
十
分
に
意
識
し
な
が
ら
和
歌
を
詠
み
、
漢
詩
を
詠
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
和
歌
を
中
国
語
訳
す
る
に
際
し
、
こ
の
違
い
を
十
分
に
認
識
し
な
い
で
、
日
中
の
文
化
的
か
か
わ
り
の
み
に
着
目
す
る
の
な
ら
ば
、
和
歌
を
漢
詩
に
包
摂
し
て
し
ま
い
、
和
歌
の
特
質
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
和
歌
の
口
語
訳
に
対
す
る
李
氏
の
上
記
の
批
判
は
、
白
話
運
動
の
初
期
、
胡
適
の
口
語
詩
集
嘗
試
集
が
発
表
さ
れ
、
保
守
的
文
人
た
ち
に
詩
ら
し
く
な
い
と
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
定
型
漢
詩
訳
を
や
め
て
、
よ
り
和
歌
の
特
質
を
う
つ
せ
る
口
語
訳
に
取
り
組
み
、
漢
文
学
に
包
摂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
異
文
化
の
文
芸
作
品
と
し
て
の
和
歌
を
体
験
で
き
る
翻
訳
を
中
国
人
読
者
に
提
供
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
中
国
の
日
本
文
学
翻
訳
界
に
対
す
る
筆
者
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。
（ ） 和歌の翻訳と異文化体験の問題
）
漢
・
劉
向
説
苑
巻
十
一
・
善
説
。
（
）
晋
・
崔
豹
古
今
注
巻
中
。
（
）
銭
鍾
書
漢
訳
第
一
首
英
語
詩
《
人
生
頌
》
及
有
関
二
三
事
七
綴
集
（
修
訂
本
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、
年
月
）、
一
三
八
頁
。
（
）
京
都
大
學
文
學
部
國
語
學
國
文
學
研
究
室
編
全
浙
兵
制
考
日
本
風
土
記
（
京
都
大
學
國
文
學
會
、
年
月
）、
お
よ
び
福
島
邦
道
明
（ ）
代
中
国
文
献
に
見
え
る
日
本
の
詩
歌
（
東
京
教
育
大
学
言
語
と
文
芸
七
巻
二
号
、
年
月
）
参
照
。
（
）
銭
稲
孫
著
漢
訳
萬
葉
集
選
（
日
本
学
術
振
興
会
、
年
月
）、
一
八
五
一
八
六
頁
。
な
お
、
本
文
に
お
け
る
万
葉
集
の
引
用
は
、
佐
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
小
島
憲
之
共
著
萬
葉
集
訳
文
篇
（
塙
書
房
、
年
月
）
に
よ
る
。
（
）
漢
訳
萬
葉
集
選
、
六
頁
。
（
）
同
上
、
五
頁
。
（
）
同
上
、
五
三
頁
。
（
）
同
上
、
三
三
三
四
頁
。
（
）
同
上
、
六
七
頁
。
（
）
同
上
、
八
八
頁
。
（
）
同
上
、
一
七
頁
。
（
）
斌
椿
乘
槎
筆
記
同
治
五
年
十
月
初
二
日
（
王
錫
祺
編
小
方
壺
齋
輿
地
叢
鈔
、
第
十
一
帙
（
第
冊
））。
（
）
漢
訳
萬
葉
集
選
、
一
八
九
一
九
頁
。
（
）
同
上
、
一
九
六
一
九
七
頁
。
（
）
同
上
、
二
頁
。
（
）
同
上
、
六
二
頁
。
（
）
万
葉
集
（
湖
南
人
民
出
版
社
、
年
）、
八
三
頁
。
（
）
万
葉
集
選
（
人
民
文
学
出
版
社
、
年
月
）、
一
三
一
頁
。
（
）
万
葉
集
（
訳
林
出
版
社
、
年
月
）、
九
五
九
六
頁
。
（
）
和
歌
・
俳
句
の
漢
訳
和
漢
比
較
文
学
叢
書
の
た
め
に
和
漢
比
較
文
学
会
編
集
和
漢
比
較
文
学
研
究
の
諸
問
題
和
漢
比
較
文
学
叢
書
（
汲
古
書
店
、
年
月
）、
二
五
四
頁
。
（
）
同
上
、
二
五
三
頁
。
（
）
万
葉
集
選
（
人
民
文
学
出
版
社
、
年
月
）、
六
六
頁
。
（
）
再
説
翻
訳
、
再
現
原
作
的
再
創
作
答
許
鈞
先
生
問
采
玉
集
（
訳
林
出
版
社
、
年
月
）。
